



































































































































































































































































































































































































































































氏は 2010年 10月および 2012年 9月、B氏は 2010年 10
月、C氏は2014年 10月である。A氏は、1920年代生ま
れ、1960年代から80年代に日教組婦人部の専従職員を
務めた。B氏は1940年代生まれ、1980年代から2000年
代に日教組婦人部および女性部の専従職員を務めた。
C氏は、1930年代生まれ、1980年代から 1990年代に日
教組婦人部および女性部の専従職員を務めた。三氏と
も日教組専従職員の前には、中学校の教員を経験して
いる。A氏B氏C氏ともに、質問項目の柱に、①生い
立ち、②教員になったきっかけ、③日教組婦人部長に
なったきっかけ、④組合運動で力を入れていたことを
据えた。A氏の調査は2時間を計3日間、B氏・C氏の調
査は3時間を要した。
 高知県の共同保育所運営経験者3名には、2019年5月に
調査を行った。質問項目の柱に、①生い立ち、②共同
保育に関わったきっかけ、③共同保育の運営において
工夫したこと／苦労したことを据えた。調査は2時間
を要した。
3 2010年 10月、A氏へのインタビュー調査より。
4 2019年5月、D氏へのインタビュー調査より。
5 2014年10月、C氏へのインタビュー調査によると、「無
給であることから規定の 1年間の休業は取得できず、
6ヶ月間の休業取得が多い」という情報が入っていた。
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